
１
大
規
模
集
合
住
宅
団
地
の
ス
ト
ッ
ク
循
環

　
郊
外
の
計
画
開
発
住
宅
地
は
同
じ
よ
う
な
家
族
タ

イ
プ
が
同
じ
時
期
に
大
量
に
入
居
し
て
い
る
た
め
に

高
齢
化
が
一
斉
に
進
行
し
、
立
地
条
件
の
悪
い
住
宅

地
で
は
世
代
更
新
が
進
ま
ず
人
口
が
減
少
し
始
め
て

い
る
。
中
で
も
郊
外
大
規
模
集
合
住
宅
団
地
で
は
、

経
年
に
よ
る
劣
化
や
住
要
求
の
向
上
に
対
応
し
な
い

た
め
の
相
対
的
な
質
の
低
下
、
居
住
者
の
年
齢
層
の

偏
り
な
ど
種
々
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　
居
住
者
自
身
が
個
別
に
住
戸
に
関
す
る
課
題
を
解

決
で
き
る
戸
建
て
住
宅
と
違
い
、
集
合
住
宅
で
は
、

分
譲
は
入
居
者
全
員
で
取
り
組
ま
な
い
と
解
決
で
き

な
い
問
題
が
多
い
し
、
賃
貸
住
宅
で
も
入
居
者
と
大

家
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
か
ら
建
て
替
え
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
ま
な
い
な
ど
、
集
合
住
宅
特
有
の
問
題
が
あ
る
。

　
大
量
供
給
さ
れ
た
郊
外
住
宅
団
地
は
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
ス
ト
ッ
ク
循
環
を
迎
え
る
。
現
在
建
て
替
え

期
に
か
か
る
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
前
半
の

公
団
・
公
営
の
団
地
の
大
半
は
中
低
層
で
敷
地
に
も

容
積
に
も
余
裕
が
あ
り
、
団
地
内
で
の
「
転
が
し
」

型
の
建
て
替
え
や
高
層
化
に
よ
る
住
戸
規
模
の
拡

大
・
多
様
化
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
五
十

年
代
以
降
に
開
発
さ
れ
た
団
地
や
既
に
建
て
替
え
ら

れ
た
団
地
の
数
十
年
後
の
次
回
の
建
て
替
え
は
、
敷

地
や
容
積
を
既
に
最
大
限
に
使
っ
て
お
り
、
「
ス
ク

ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」
型
の
建
て
替
え
は
最
早
計
画
上

も
コ
ス
ト
面
で
も
厳
し
く
な
る
。
ま
た
、
容
積
を
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
使
っ
て
い
る
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ

ル
ド
」
型
建
て
替
え
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も

維
持
で
き
コ
ス
ト
面
で
も
負
担
の
緩
や
か
な
「
修
繕
」

型
団
地
再
生
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）
が
求
め
ら
れ
る
。

２

集
合
住
宅
団
地
が
抱
え
る

ま
ち
づ
く
り
上
の
問
題

①
画
一
的
な
住
戸
タ
イ
プ
や
規
模

　
画
一
的
な
住
戸
タ
イ
プ
し
か
な
い
団
地
で
は
、
団

地
内
で
の
住
み
替
え
や
近
居
が
出
来
な
い
た
め
、
子

世
代
の
流
出
と
当
初
入
居
世
代
の
高
齢
化
に
よ
る
少

予
局
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
や
す
い
。

　
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
家
族
構
成
、
世
代
の
集
ま
る

団
地
で
は
、
所
得
層
の
偏
り
も
生
じ
や
す
く
、
団
地

の
維
持
管
理
上
の
制
約
に
つ
な
が
り
や
す
い
し
、
住

戸
規
模
や
タ
イ
プ
の
画
一
な
団
地
は
転
出
人
が
多

く
、
維
持
管
理
の
経
験
や
人
間
関
係
の
蓄
積
が
出
来

に
く
い
。

②
弱
者
を
阻
害
す
る
物
理
的
環
境

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い
中
層
集
合
住
宅
は
階
段
だ

け
の
上
下
で
は
高
齢
者
が
大
変
住
み
に
く
い
。
手
摺

一
　
特
集
・
成
熟
す
る
横
浜
の
郊
外
⑤
郊
外
の
都
市
づ
く
り
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

す
ら
付
い
て
い
な
い
の
で
、
上
り
下
り
に
危
険
す
ら

伴
う
。
ま
た
、
住
戸
内
も
段
差
、
車
椅
子
が
通
れ
な

い
廊
下
や
ド
ア
の
幅
、
車
椅
子
で
操
作
で
き
な
い
厨

房
や
浴
室
の
設
備
な
ど
、
バ
リ
ア
が
多
い
。
さ
ら
に
、

丘
陵
地
を
開
発
し
た
団
地
で
は
高
低
差
が
あ
る
の

で
、
坂
道
や
階
段
を
通
ら
な
い
と
バ
ス
に
も
乗
れ
な

い
な
ど
、
移
動
の
不
便
さ
に
対
す
る
問
題
が
顕
在
化

し
つ
つ
あ
る
。

③
公
共
公
益
施
設
や
利
便
施
設
の
対
応
の
遅
れ

　
団
地
内
の
施
設
は
入
居
者
の
た
め
の
公
共
公
益
・

利
便
施
設
で
、
周
辺
地
域
の
環
境
向
上
に
つ
な
が
る

配
置
・
利
用
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
。
小
学
生
の
減
少
に
よ
り
、
学
校
の
空
き
教
室

が
出
現
す
る
一
方
で
、
高
齢
者
の
た
め
の
施
設
は
不

足
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費
者

行
動
の
変
化
に
対
応
で
き
て
お
ら
ず
、
衰
退
の
傾
向

に
あ
る
。

④
社
会
的
及
び
資
産
的
老
朽
化

　
分
譲
住
宅
と
賃
貸
住
宅
が
併
存
し
て
い
る
団
地
で

は
、
住
み
替
え
が
一
巡
し
て
、
賃
貸
住
宅
や
規
模
の

小
さ
な
分
譲
住
宅
に
低
所
得
者
層
が
滞
留
す
る
傾
向

に
あ
る
。
戸
建
て
や
木
造
ア
パ
ー
ト
で
あ
れ
ば
建
て

替
え
や
増
築
で
床
面
積
を
増
や
し
て
住
み
替
え
を
刺

激
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
Ｒ
Ｃ
造
の
た
め
そ
れ
が

１
－
大
規
模
集
合
住
宅
団
地
の
ス
ト
ッ
ク
循
環

２
－
集
合
住
宅
団
地
が
抱
え
る
ま
ち
づ
く
り
上
の
問

　
　
題

３
－
集
合
住
宅
団
地
再
生
の
方
向
性

４
－
戸
建
住
宅
地
に
お
け
る
建
築
協
定
の
弾
力
的
運

　
　
用

戸塚区ドリームハイツでのバリアフリー化の

試み「レッツ／トライ／ハイツ車いす一周」

戸塚区ドリームハイツ長期ビジョンづくりでの
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③
集
合
住
宅
団
地
の
再
生
と
戸
建
て
住
宅
地
の
住
環
境
保
全



難
し
い
。

　
さ
ら
に
不
況
と
世
帯
数
よ
り
住
戸
数
が
上
回
る
現

状
の
も
と
、
中
古
住
宅
価
格
の
低
下
と
空
き
家
化
か

進
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
古
く
て
立
地
の
悪
い
郊
外

団
地
で
は
空
き
家
の
増
加
や
入
居
層
の
低
所
得
化
に

よ
り
団
地
の
維
持
管
理
に
支
障
が
出
る
恐
れ
も
予
想

さ
れ
る
。

３
集
合
住
宅
団
地
再
生
の
方
向
性

①
団
地
で
は
な
く
町
と
し
て
計
画
す
る

　
こ
れ
ま
で
の
団
地
計
画
は
、
団
地
と
い
う
敷
地
内

の
計
画
に
留
ま
っ
て
い
る
も
の
が
大
半
だ
っ
た
。
団

地
再
生
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
に
長
年
に
亘
っ
て
築

か
れ
て
き
た
空
間
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
人
間
関
係

を
大
切
に
し
て
、
居
住
機
能
の
更
新
以
外
に
周
辺
の

地
域
整
備
計
画
に
寄
与
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
先

ず
求
め
ら
れ
る
。
団
地
再
生
の
前
に
郊
外
市
街
地
再

整
備
の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
団
地
再
生
の
波
及
効
果
と
よ
り
適
切

な
再
生
方
策
を
探
る
た
め
、
下
記
の
よ
う
な
項
目
を

検
討
す
る
「
再
生
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
を
行
う
必
要
が

あ
る
（
注
１
）
。

②
建
て
替
え
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
組
合
せ

　
Ｒ
Ｃ
造
ア
パ
ー
ト
だ
か
ら
柔
軟
性
に
乏
し
い
と
い

う
意
識
を
克
服
す
る
団
地
再
生
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
今
の
公
団
や
公
営
住
宅
の
や
り
方
は
百
％

建
て
替
え
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
公
共
住
宅
の
場
合
、

容
積
が
非
常
に
低
い
と
、
土
地
の
高
度
利
用
と
い
う

理
由
か
ら
全
面
建
て
替
え
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
全

面
建
替
え
だ
け
で
な
く
、
半
分
は
建
て
替
え
、
半
分

は
改
修
維
持
管
理
し
て
残
し
、
計
画
的
な
ス
ト
ッ
ク

活
用
を
上
手
に
ミ
ッ
ク
ス
し
て
、
新
し
い
も
の
と
古

い
も
の
、
大
き
な
も
の
と
小
さ
な
も
の
が
調
和
共
存

す
る
よ
う
な
、
多
様
性
を
団
地
の
中
に
造
り
出
し
、

快
適
な
居
住
空
間
が
出
来
る
可
能
性
を
追
求
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
う
い
う
手
法
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
。

③
ソ
ー
シ
ャ
ル
ミ
ッ
ク
ス

　
団
地
の
住
戸
は
こ
れ
ま
で
核
家
族
と
い
う
家
族
形

態
を
前
提
と
し
て
供
給
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ

か
ら
は
、
女
性
の
社
会
進
出
、
高
齢
化
社
会
、
終
身

雇
用
社
会
の
崩
壊
等
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
家

族
像
の
変
貌
を
見
据
え
た
新
し
い
住
宅
・
住
環
境
を

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
。
建
て
替
え
と
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
組
み
合
わ
せ
、
様
々
な
タ
イ
プ
・
規
模
の
住
宅

を
用
意
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
て
団
地
内
の
住

み
替
え
、
親
子
の
同
居
・
近
居
が
出
来
る
よ
う
に
し

て
、
旧
住
民
が
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
事
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
ミ
ッ
ク
ス
に
も
効
果
が
大
き
い
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
、
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
、
二
段
階
供
給
な
ど

住
み
手
が
自
由
に
間
取
り
を
変
え
ら
れ
る
住
宅
の
供

給
も
、
同
一
住
戸
で
の
住
民
の
生
活
様
式
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
す
る
居
住
空
間
を
生
み
だ
す
。

④
－
新
し
い
時
代
の
社
会
施
設
の
付
置

　
公
団
公
社
の
賃
貸
住
宅
や
公
営
住
宅
を
コ
レ
ク
テ

ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
グ
ル
ー
プ
ハ
ウ
ス
、
老
人
ホ
ー

ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
も
含
め
た
多
世
代
交
流
型
の

ハ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
し
て
整
備
し
、
公

共
住
宅
経
営
と
ま
ち
づ
く
り
を
も
っ
と
密
接
に
結
び

つ
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
団
地
の
一
角
だ
け
で
な
く
住
棟
の
一
階
や

屋
上
を
活
用
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
経
営
す
る
郊
外

の
新
し
い
生
活
サ
ー
ビ
ス
・
生
活
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
機
能
等
を
組
み
込
ん
で
、
郊
外
市
街

地
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
を
創
り
出
す
こ
と

も
こ
れ
か
ら
の
公
共
住
宅
団
地
の
役
割
に
な
る
。

⑤
管
理
組
合
に
よ
る
建
て
替
え
等
へ
の
取
り
組
み

　
　
と
行
政
支
援

　
分
譲
型
集
合
住
宅
の
日
常
的
な
維
持
・
管
理
は
、

管
理
組
合
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
耐
震
診
断
、
補
強
大

規
模
修
繕
な
ど
の
形
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。
公
的
賃
貸
住
宅
で
は
築
三
十
年
ぐ

ら
い
で
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
分
譲
型
集
合
住

宅
で
は
、
資
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
の
増
大
、
全
員

合
意
の
困
難
性
な
ど
か
ら
、
で
き
る
だ
け
長
持
ち
さ

せ
、
建
て
替
え
時
期
を
先
延
ば
し
せ
ざ
る
得
な
く
な

ろ
う
。

　
し
か
も
、
建
て
替
え
を
実
現
す
る
ま
で
に
は
、
大

規
模
修
繕
、
耐
震
補
強
、
外
構
改
善
を
提
案
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
、
他
団
地
建
て
替
え
事
業
の

事
例
研
究
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
徐
々

に
気
運
を
盛
り
上
げ
る
事
業
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
個
々
の
団
地
に
よ

る
建
て
替
え
の
自
助
努
力
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ

り
、
建
て
替
え
成
功
事
例
の
ノ
ウ
ハ
ウ
集
、
専
門
家

派
遣
、
建
て
替
え
事
業
補
助
な
ど
行
政
に
よ
る
支
援

が
欠
か
せ
な
い
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
団
地
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

専
門
家
、
行
政
マ
ン
な
ど
の
連
携
で
大
規
模
な
団
地

に
住
み
っ
づ
け
る
為
の
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
う
「
み
ん
な
で

ま
ち
づ
く
り
連
続
交
流
研
究
会
」
の
試
み
は
示
唆
に

富
む
。
（
注
２
）

再生アセスメントの項目
（
注
２
）
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
連
続
交
流
研
究
会
」

は
、
「
誰
も
が
立
場
を
越
え
て
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
こ
と
」
を
ね
ら
い
と
し
て
平
成
十
年
に

発
足
し
た
。

若
葉
台
団
地
、
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
、
並
木
団
地
等
の

大
規
模
団
地
の
住
民
が
、
行
政
マ
ン
や
専
門
家
の
支

援
を
得
な
が
ら
実
践
的
な
研
究
・
学
習
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
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４

戸
建
住
宅
地
に
お
け
る
建
築
協
定
の

弾
力
的
運
用

①
建
築
協
定
登
場
の
背
景

　
市
街
地
外
縁
部
の
住
宅
開
発
に
対
し
て
、
六
十
九

年
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
る
市
街
化
調
整
区
域

と
市
街
化
区
域
の
線
引
き
や
宅
地
開
発
法
等
が
施
行

さ
れ
、
人
口
急
増
抑
制
策
と
乱
開
発
防
止
策
と
し
て
、

開
発
行
為
や
建
築
行
為
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ

た
。

　
特
に
横
浜
で
は
、
郊
外
部
の
開
発
が
激
化
し
た
時

期
に
、
良
好
な
戸
建
て
住
宅
地
を
実
現
す
る
た
め
、

開
発
事
業
者
の
一
人
協
定
と
し
て
締
結
を
指
導
し

た
。
そ
の
結
果
、
開
発
者
の
販
売
戦
略
に
か
な
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
戸
建
て
住
宅
地
の
環
境
保
全

を
図
る
手
法
と
し
て
広
く
普
及
し
、
計
画
開
発
地
の

「
低
層
住
居
専
用
地
域
」
で
は
、
そ
の
多
く
が
建
築

協
定
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

　
他
方
、
最
近
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
反
対
の
意
志
を
担

保
す
る
た
め
、
地
域
発
意
で
建
築
協
定
を
締
結
す
る

事
例
も
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
の
多
く
は
、

用
途
指
定
上
戸
建
住
宅
の
あ
る
「
低
層
住
居
専
用
地

域
」
に
隣
接
し
て
「
中
高
層
住
居
専
用
地
域
」
等
の

中
高
層
団
地
が
立
地
す
る
ケ
ー
ス
も
比
較
的
多
い
。

こ
う
し
た
戸
建
て
住
宅
地
で
は
、
隣
接
す
る
中
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
立
地
に
よ
る
住
環
境
悪
化
に
常
に
脅
か

さ
れ
て
お
り
、
建
築
協
定
で
戸
建
住
宅
地
の
環
境
水

準
を
あ
ら
か
じ
め
担
保
し
て
お
こ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
横
浜
は
全
国
一
建
築
協

定
地
区
が
多
い
都
市
と
な
っ
て
い
る
（
表
ｌ
１
）
。

②
ト
継
続
的
運
用
に
つ
い
て
の
課
題

　
郊
外
部
の
住
宅
開
発
も
ほ
ぼ
三
十
年
を
経
て
、
開

発
事
業
者
に
よ
る
建
築
一
人
協
定
か
ら
、
住
民
自
身

に
よ
る
建
築
協
定
の
更
新
時
期
に
あ
る
。

　
協
定
更
新
と
い
う
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る

中
で
、
協
定
隣
接
地
や
穴
抜
け
地
で
の
住
環
境
の
保

全
が
出
来
な
か
っ
た
住
民
達
の
間
で
は
、
建
築
基
準

法
を
背
景
に
し
た
は
ず
の
建
築
協
定
に
対
す
る
不
完

全
さ
に
対
し
て
、
法
律
に
対
す
る
不
信
と
不
満
が
表

出
し
つ
つ
あ
る
。

　
そ
し
て
、
住
環
境
の
保
全
に
対
し
建
築
協
定
の
維

持
管
理
に
専
念
す
る
人
が
い
る
一
方
で
、
や
む
な
く

土
地
を
手
放
す
人
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
独
居
老
人

世
態
や
介
護
同
居
等
の
家
族
構
成
の
変
化
に
よ
り
住

宅
の
買
い
換
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
、
宅
地
分
割
、

二
世
帯
住
宅
建
設
等
の
理
由
に
よ
り
、
協
定
か
ら
離

脱
せ
ざ
る
得
な
い
人
達
等
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

　
そ
う
い
う
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
確
実
な
形
で

住
環
境
の
保
全
を
求
め
て
い
る
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
層

は
、
建
築
協
定
離
脱
者
、
違
反
者
を
出
さ
な
い
よ
う

に
協
定
内
容
を
更
に
規
制
強
化
し
て
、
よ
り
確
実
に

維
持
、
保
全
し
て
い
こ
う
と
す
る
派
と
建
築
協
定
の

限
界
を
感
じ
て
、
合
意
形
成
の
手
続
き
の
煩
雑
さ
を

避
け
、
よ
り
確
実
な
法
的
裏
づ
け
を
持
つ
、
都
市
計

画
法
に
よ
る
地
区
計
画
に
期
待
し
、
シ
フ
ト
し
よ
う

と
す
る
派
と
二
極
分
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
良
好
な
住
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
地
域
ま
ち
づ

く
り
手
法
と
し
て
、
合
意
形
成
ル
ー
ル
の
あ
り
方
を

試
行
錯
誤
し
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
運
用
活
動

　
こ
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
の
中
で
近
年
目
立
っ
て
き

た
、
建
築
協
定
運
営
活
動
の
特
徴
的
な
ヶ
Ｉ
ス
と
課

題
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

一
　
特
集
・
成
熟
す
る
横
浜
の
郊
外
⑤
郊
外
の
都
市
づ
く
り
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

ア
　
協
定
違
反
者
に
対
し
是
正
を
要
求
し
聞
き
入
れ

ら
れ
な
い
時
、
裁
判
訴
訟
を
起
こ
し
た
場
合
（
建
て

売
り
業
者
等
の
宅
地
分
割
や
最
低
限
敷
地
の
規
模
違

反
な
ど
に
対
す
る
訴
訟
例
等
）
（
注
３
）
。

る
未
利
用
緑
地
や
機
能
を
終
え
た
遊
水
池
の
開
発
に

対
し
て
緑
地
の
保
全
や
協
定
地
区
と
同
じ
ル
ー
ル

の
宅
地
開
発
の
適
用
協
力
の
依
頼
例
等
）
（
注
４
）
。

ウ
　
建
築
協
定
違
反
に
抵
触
し
た
時
、
住
民
間
で
話

し
合
い
新
た
な
解
決
合
意
に
至
っ
た
場
合
（
や
む
な

く
土
地
分
割
の
希
望
や
生
活
や
趣
味
・
生
き
が
い
の

た
め
の
店
鋪
併
用
住
宅
の
業
種
の
課
題
等
に
対
し
て

周
辺
住
民
の
合
意
の
基
に
条
件
付
き
で
例
外
を
受
け

入
れ
た
例
。
周
辺
住
民
の
合
意
の
基
に
一
つ
の
協
定

区
域
に
容
積
率
等
の
異
な
る
ル
ー
ル
別
の
複
数
の
協

定
区
域
を
設
定
し
た
例
等
）
（
注
５
）
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
建
築

協
定
の
運
用
を
継
続
的
か
つ
弾
力
的
に
実
施
す
る
た

め
に
は
、
住
民
の
自
立
的
運
用
母
体
が
な
け
れ
ば
始

ま
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
周
辺
の
支
援
も
欠
か
せ

な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
行
政
の
支
援
の
あ
り
方
も
、

専
門
家
の
派
遣
な
ど
人
的
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
「
ま

ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」
の
よ
う
な
運
営
の
資
金
的
担

保
の
構
築
や
、
協
定
運
営
に
関
す
る
情
報
を
、
住
民

自
ら
の
手
で
発
信
し
、
公
開
し
て
ゆ
く
た
め
の
情
報

媒
体
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
）
の
拡
充
へ
の
支
援
な
ど
、

住
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
推
進
し
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
。

④
－
ハ
ー
ド
ー
ソ
フ
ト
を
含
め
た
地
区
総
体
の
豊
か

　
　
さ
の
実
現
へ

　
横
浜
の
建
築
協
定
は
、
一
人
協
定
か
ら
の
更
新
過

区別建築協定の地区数・区画数表－1
（
注
３
）
裁
判
係
争
に
よ
る
工
事
差
止
め
の
為
の
供
託

金
の
必
要
性
、
額
及
び
負
担
主
所
在
等
が
課
題
。

（
注
４
）
住
民
エ
ゴ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
事
業
者
の
立

ち
場
を
理
解
し
た
充
分
な
話
し
合
い
の
場
が
課
題
。

（
注
５
）
例
外
の
積
み
重
ね
が
協
定
で
守
ら
れ
て
い
る

本
来
の
住
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ
う
な
判
断
の
価
値

観
合
意
形
成
が
課
題
。
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イ
　
協
定
地
区
隣
接
地
に
建
設
す
る
時
、
建
設
事
業

者
に
協
力
を
求
め
た
場
合
（
開
発
事
業
者
の
所
有
す



程
を
通
し
て
、
区
域
内
の
土
地
所
有
者
全
員
の
合
意

形
成
の
場
づ
く
り
を
主
体
的
に
担
っ
て
き
た
と
い

え
、
運
営
委
員
会
を
中
心
に
、
良
好
な
戸
建
て
住
宅

地
の
環
境
の
保
全
と
悪
化
防
止
を
め
ざ
し
、
建
築
単

体
及
び
町
並
み
の
規
制
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

最
近
で
は
、
建
築
協
定
の
更
新
に
あ
た
っ
て
、
協
定

ル
ー
ル
の
範
囲
を
超
え
た
問
題
、
例
え
ば
空
閑
地
の

管
理
・
利
用
、
庭
木
の
管
理
ル
ー
ル
、
通
過
交
通
の

排
除
、
高
齢
者
の
支
え
合
い
、
隣
接
地
の
斜
面
林
保

全
や
二
次
開
発
な
ど
が
話
題
に
の
ぼ
る
ケ
ー
ス
も
増

え
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
発
意
で
地
区
計
画
制

度
を
導
入
し
た
「
ひ
な
た
山
地
区
」
（
瀬
谷
区
・
泉

区
）
で
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
を
中
心

に
、
地
区
計
画
内
容
の
Ｐ
Ｒ
・
啓
発
を
し
つ
つ
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
、
小
学
校
開
き
教
室
の
地
域
利
用
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
化
な
ど
、
住
宅
地
総
体
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　
成
熟
し
た
郊
外
の
計
画
的
な
戸
建
て
住
宅
地
で

は
、
今
後
、
公
園
の
再
整
備
、
空
地
の
広
場
利
用
、

通
過
交
通
対
策
、
菜
園
づ
く
り
や
花
壇
づ
く
り
な
ど

の
身
近
な
生
活
環
境
を
改
善
す
る
活
動
を
は
じ
め
、

子
育
て
、
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
、
高
齢
者
の
助

け
合
い
、
多
彩
な
分
野
の
文
化
活
動
な
ど
の
ソ
フ
ト

な
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
地

区
内
の
人
材
、
魅
力
資
源
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
個
人
の
趣
味
や
市
民
活
動
の
延
長

線
上
に
登
場
し
て
く
る
可
能
性
も
展
望
さ
れ
る
。
建

築
協
定
の
維
持
・
更
新
の
中
で
培
わ
れ
た
全
員
合
意

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ツ
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
地
区
総
体
の

豊
か
さ
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
牽
引
す
る

原
動
力
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
も
今
後
は
期
待
さ
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
横
浜
郊
外
生
活
研
究
会
Ｖ

栄区における建築協定制度を活用したまちづくりの取り組み

1.さかえ住宅環境フォーラム（栄区建築協定連絡会）の発足

　栄区において、さかえ住宅環境フォーラム（旧「栄区建築協定地区連絡会」から名称変更）は、平成５年に発足した。そ

の当時、栄区内には24地区5,245区画の建築協定地区があり、市内では青葉区に次いで二番目に協定地区の多い区であった。

建築協定地区は、その運営に運営委員会を当てることになっているが、多くの地区では自治会・町内会長が兼務し、形式的

に引き継がれているだけであった。しかし、協定地区の宅地が売買され協定内容に違反する建築計画が発生した場合には、

運営委員会はその対応に追われることになり、一般住民が普段経験することのない宅地建物に関する紛争には、大変な苦労

と戸惑いを感じることとなる。区内の多くの建築協定地区には、それぞれ類似した問題が発生していながらも、それぞれが

孤立し、暗中模索の状況だった。

　栄区役所建築課では、建築協定に係わる相談を受ける中で、協定地区が相互に連絡が取れる組織づくりの必要性を感じて

いた。そんな折りに、都市計画局都市デザイン室から「横浜市民まちづくり推進事業の活動団体」募集の照会があったので

早速、各地区の建築協定運営委員会に個別に打診したところ、多くの賛同を得て同フォーラムが誕生した。

2.活動の内容と、まちづくりへの成果

　毎月１回、栄区役所内の会議室を使っての定例会を行い、情報交換をしている。また、啓発活動として、協定更新時の手

引書として冊子「建築協定マニュアル」や、まちづくり活動を紹介したビデオ「人がまちをつくり、まちがひとをつくる」

の制作をした。

　この冊子「建築協定マニュアル」は、フォーラムのメンバーが、自分達の建築協定を更新したときの経験に基づいて、合

意形成の戦略や、公図･謄本による不在地主の検索、土地所有者のパソコンによる情報リストの作り方に至るまでを懇切丁寧

に説明しており、更新やこれから建築協定を活用しようという人に大変参考になる冊子である。

　また、ビデオ「人がまちをつくり、まちがひとをつくる」においては、各建築協定地区の運営委員が現実の問題として取

り組み、解決した事例が紹介されている。ここには、各建築協定運営委員の人たちの、まちづくりに対する情熱と高いモラ

ルが感じられる。ビデオの場面の一端としては、①建築協定に違反して敷地分割しようとした計画を、裁判所に工事停止の

仮処分をかけて阻止したケース（本郷台）、②斜面緑地の一部にマンションが建設されたことを契機に、残りの斜面緑地を全

てデベロッパーから横浜市に寄付させたケース（鍛冶ヶ谷）、③遊水池を蓋しての宅地化計画に対して、住民要望で外周､にプ

ロムナードをつくらせたケース（飯島ひかりが丘）④建築協定更新期を迎え、住民が立案する地区計画に転換しようと検討

しているケース（湘南桂台）が挙げられる。

３。今後の展望

　栄区では、住宅環境に対する変化が著しい時期に、建築協定を巡る住民と行政の交流が行われた。さかえ住宅環境フォー

ラムは、市民が建築協定制度を熟知した上でその活用をし、成功しているという、全国でも珍しい例である。しかしながら、

協定に強制力を持たせるためには供託金等の多額の資金が必要であったり、協定を更新する際の100%合意の困難さなどから、

ビデオでも取り上げているように「建築協定から地区計画への転換の模索」や、フォーラム独自のホームページの開設が検

討されている。

　さかえ住宅環境フォーラムは、建築行政の許認可部署が市民活動のオブザーバーとなっているという意味でもユニークな

市民活動であり、栄区役所建築課が平成11年６月の機構改革で南部建築事務所に統合された以降も、南部建築事務所では引

き続き活動支援を続けている。

建築局　南部建築事務所　建築審査課　審査係長　　見学　洋介（栄区建築課に平成10年４月から在籍）

建築局　宅地指導部　宅地指導課担当係長　　新江　英雄（栄区建築課に平成７年６月から10年３月まで在籍）

交通局　電車部　建築課　　建築第乙係長　　大場　重雄（栄区建築課に平成５年１月から７年６月まで在籍）
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＜さかえ住宅環堵フォーラム（地元組織）の活動＞
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